
 

 

 

 

 第 35 回ミニ相談会を実施します。今回は、いわき市 行政経営部 危機管理課 間部芳文氏

をお迎えし、ハザードマップの必要性や避難時のための情報についてお話ししていただきます。み

なさん、あの未曾有の大震災を経験され、当時は何を信じ、どうすべきか迷ったことと思います。この

ような経験をしたからこそ、今後の防災・減災に向け日頃からハザードマップの内容を把握し、いざと

いう時のために対応できる力を備えておく事は大切なことではないでしょうか。 

お問い合わせの上、初めての方もお気軽にご参加ください。参加の際には事前のご予約が必要となり

ますので、当センターまでお問い合わせください。 

 

～第35回ミニ相談会テーマ～ 

      

       

       

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み下

さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ

ご覧下さい。 

【日 時】    平成27年6月26日（金）      10:30～12：00 

【場 所】    いわき地域復興センター 

〒970-8034 いわき市平上荒川字長尾74-8 アドレスいわき中央ビル 1F 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話  10:30～11:30 

  ２．質疑・応答    11:30～12:00 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    10名（※事前の予約が必要となります。） 

 

http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ
http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ


 

 

 

   

  

 

【日 時】 平成 27 年 6 月 26 日（金） 10：30～12：15 

【場 所】 いわき地域復興センター 

【講 師】 いわき市 行政経営部 危機管理室 危機管理課  

                 課長補佐 間部 芳文 氏 

【参加人数】12 名（男性 5名 女性 7名） 

 

今回のミニ相談会では、東日本大震災の経験を教訓に、ハザードマップの必要性についてお話

を伺いました。日頃からハザードマップの内容を把握しておくことの重要性や、家庭での備え・

地域の方々との連携等、具体的な防災・減災対策についてお話いただきました。 

また、市で備蓄している非常用食糧の一部を試食しました。 

 

＜第 35 回ミニ相談会テーマ＞ 

                    

 

 

 

【1】近年の自然災害の特徴 

【2】いのちを守るためには？ 

（大雨災害・土砂災害） 

【3】ハザードマップとは？ 

  （ハザードマップの活用法） 

【4】市の防災対策について 

  （非常食糧を作ってみよう） 

【5】いのちを守るためには？ 

（地震・津波災害） 

【6】家庭での備え 

【7】質疑応答 

 

 

 

１．講師の先生のお話   

<講師：間部芳文 氏> 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨災害・土砂災害  

土砂災害の種類 

<講師資料抜粋> 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<非常用食糧> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講師資料抜粋及び非常用食糧試食会> 

ハザードマップとは 



 

 

 

 

 

 

ミニ相談会の中で、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活の中

で気になっていることなどを質問したり、自由に話し合ったりしました。その中で出た意見・質

問等をご紹介します。 

 

Q.広報車(消防車の一種)が走行中に拡声器を使って話をされると大変聞きづらかったのですが、

車が止まって話しをする場合と（聞きやすさに）違いはありますか？ 

A.違いはあります。今後は止まりながらアナウンスを流すように努めてまいります。 

 

Q.自主防災組織が市内 420 カ所に存在するとおっしゃられていましたが、どのように活動され

ているのか伺いたいのですが？ 

A.、自主防災組織は行政区単位であります。消防士を招き、救命救急装置（AED）の使用方法、

心臓マッサージ、人工呼吸のやり方、避難訓練などを、地区ごとに活動をしております。 

いわき市全体で 8月 30 日にいわき地区総合防災訓練を行います。その際は、津波のサイレンを

鳴らして地域単位で一緒に逃げるという訓練を行います。 

 

Q.避難に関する講演会等に参加していない方々に対して啓蒙・周知活動をする際に、自主防災

組織がどのような活動をしていて、どのように利用すればよいのかを知っていただくためにはど

んな広報が効果的か伺いたいです。 

A.市内 420 カ所に存在する組織のうち、実際に活動しているのは半分程度です。行政の自主防

災組織に対する指導というのは、市の危機管理課と消防本部で取り組んでおりますが、震災以降

は復旧、ハード面での整備が優先でした。本格的に自主防災が始まったのは今年 1 月からで、各

組織・地域で集まっていただき、今後の活動を説明させていただいている状況です。 

毎年防災訓練には 6000 人程の方に参加いただいており、まずは、その中でリーダー育成に努め

るべくリーダー講習を行っています。今後そのような方を中心とし、地区の中でどのような計画

をたてるか、役割分担をしていくかという話し合いをし、それらの計画が正しいのか、訓練の中

で確認をしていく作業を今後何年間かかけて進めて行く予定です。なお、自主防災組織は地元の

消防団を卒業した年配の方が中心に活動しています。 

 

Q.せっかくハザードマップがあっても、一部の人しか利用していないように感じます。このよ

うなハザードマップについて知ってもらう機会をもっと設けてはどうでしょうか。 

A.出前講座は公民館等で行っています。自主防災会の活動の一環として、市の職員が出向いて

話しをするということも行っています。ただ、マンパワーを考えると、(ハザードマッップ)につ

いて広めるには時間がかかると思います。 
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Q.地区町内に防災士を 3人位は必要ではないのかと思います。3～4年前に福島県が定期的に防

災士を要請していたと思うのですが、実際はどうだったのでしょうか。 

A.今の所、いわき市に防災士は 160 人、養成中の方が 90 人居ります。合わせて 250 人になるの

で各自主防災組織の中で一人以上の資格を持った方を作っていくというのが目標であり、そのよ

うな方々を中心に活動していきたいと思っております。現役の消防団の方にも資格取得に向け頑

張っていただいております。 

 

Q.ハザードマップの地図の左上にある浸水の深さを表す色の説明が小さいので一目でわかるよ

うにすると、皆さん関心を持つと思うのですがいかがでしょうか？ 

A.来年ハザードマップを作りかえるので、見やすく分かり易いように作成していきたいと思い

ます。 

 

Q.地域の弱者について把握しておく必要があるかと思いますが、今後福祉避難所についてどの

ようにお考えでしょうか。いわき市危機管理課だけではなく、社会福祉協議会等との連携が必要

ではないでしょうか。 

A.本日の講演では触れなかったのですが、学校の体育館以外に、和室のある公共施設や社会福

祉特別老人ホームなど全部で 68 カ所を福祉避難所に指定しています。高齢者の方、体の悪い方な

どが利用できる避難所となっています。しかし、始めから福祉避難所に避難者が集中してしまう

と、適切な運用ができなくなってしまうので、まずは最寄りの避難所に避難していただき、そこ

で、保健師や社会福祉協議会の方々の協力をいただいて聞き取りをさせていただき、体育館での

生活が難しい方に関して福祉避難所への案内をするよう考えています。 

 

 

～おわりに～ 

 

災害に関する知識を正しく身につけ、日頃から災害に対する準備をしておくことが大切ではな

いでしょうか。 

7 日分の食糧・3日分の飲料水を備蓄し、連絡方法を家族で話し合い、自分達の地域は自分達で

守っていくというような社会にしていかなければならないと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

 

第 36 回ミニ相談会 7月 24 日（金）10：30～ 

いわき地域復興センターで実施致します！ 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


